
ＩＡＥＡ理事の方々の当協会へのご訪問について

外務省の招聘で来日されている６カ国（ベトナム、パキスタン、ベネズエラ、スーダ
ン、カタール及びスロバキア）の国際原子力機関（ＩＡＥＡ）の理事の方々が12月9日
（月）に当協会を訪問されました。
当協会の設立経緯、海外機関との協力状況および業務内容などについて説明をさ
せていただいた後、米国INPOとの違い、今後のJANSIの組織拡充予定等について
当協会の藤江理事長等との意見交換を行い、原子力安全性の向上に向けた取り組み
についてのご理解を深めていただきました。

原子力安全推進協会の国際化について　　理事・人材育成部長　久郷明秀

IAEA理事の当協会訪問
http://www.genanshin.jp/news/20131209.html

　JANSIは福島のような事故を二度と起こさないという決意の下
に、事業者の原子力安全を高める取組みを牽引する目的で米国原子
力運転協会（INPO）をモデルにして設立されました。この時の反省の
一つに、過酷事故に備えて着実に改善を重ねていた海外の真摯な取
組みを手本とせず、「炉心が溶融する過酷事故は日本では決して起こ
らないだろう」という過信から対策をおろそかにし、世界から後れを
取ってしまったことがあります。JANSIではこれを教訓に、欧米の海
外機関や事業者から有識者４名を国際アドバイザリー委員として迎
え、経営全般に対する助言を頂くことにしています。また、確率論的安
全評価や熱流動、地震力評価等を中心とした過酷事故に関する専門
分野で海外の著名な方々を技術評価委員（現在１８名）として迎え、
我々の相談に乗ってもらうことにしています。
　これまでこれらの方々とお話して、協会内からも少しずつ海外に目を
向ける意識が芽生え、積極的に海外の方々とコミュニケーションを取ろ
うとする動きが出てきたことは大変喜ばしいことだと思っています。

　当協会は、INPOや世界原子力発電事業者協会（WANO）をはじめ
とする海外機関と国際ワークショップや技術情報交換を行い、また海
外講師を招くセミナーを開催するなど海外の生きた情報を集めるプ
ラットホームの役割を果たそうと思っています。またIAEAやWANO
の会合、学会の国際シンポジウム等でJANSIの取組みを発信してい
くことも大事だと思っています。そこで、批判・助言を頂きながら、自分
の立ち位置を確認しつつ、業界をあげて世界の最高水準を目指した
いと思っています。
　これまでの活動を通じて、私は海外の原子力安全に携わる人たちが
原子力の危険とそれを踏まえた安全対策に本当に真剣に向き合ってい
ると改めて感じました。例えばINPOは原子力事業の経営層を対象とし
て近郊の大学のビジネススクールで、経営幹部としての心構えや課題
解決方法について徹底的な討議を行う２日間の研修コースを設けてお
り、毎年、全米から３０名前後の役員が受講にやって来ます。また原子力
事業経営の経験を持たない経営層のために、東海岸にある別の工科大
学で、原子力技術の基本や過去の教訓やリスク管理等を学ぶ３週間の
研修コースを設けています。そして現場の最前線の人達にも、原子力
安全に取り組むリーダーシップとは何かを議論を通じて学び取る１週間
コースを年間通じて提供するなど、組織のトップから現場最前線まで、
原子力という特有のリスクを踏まえた運転管理を徹底して究める、いわ
ゆる“エクセレンス”を目指す支援体制が整備されています。
　先日、米国規制に携わっておられた方と話す機会があり、彼が「米
国では規制当局と事業者とが共にリーダーシップを取って原子力の
安全性向上に取り組んでいる。」と言われた時には、つくづく海外に目
を配っておかなければならないことの大事さを痛感しました。彼等は
日本の原子力再生に向けて、そしてJANSIに対して、“出来ることは
何でも力を貸そう”と言ってくれます。彼等の気持ちを無駄にせず、
“形”ではなく“魂”を学ぶことが大事だと思っています。
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原子力規制委員会よりの「実用発電用原子炉の安全性向上評価に関する運用ガイド」パブリックコメントの募集
に対し、10 月10 日に当協会より「『JANSI のピアレビュー』の記載を『JANSI のレビュー』に変更すること」及び
「ピアレビュー結果については、WANOとの同等性の下で実施するため、記載内容に制限が付くことの了解」をコメ
ントいたしました。http://www.genanshin.jp/news/20131010.html
その結果、原子力規制委員会のHPを見る限りでは『JANSIのピアレビュー』は、『JANSI の評価』に修正された模
様です。http://www.nsr.go.jp/committee/yuushikisya/kaku_shinkisei/data/0019_05.pdf

原子力規制委員会への
パブリックコメントの
提出について
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後記
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作成に時間を要してしまいましたが、この12月に、新しいパンフレットを作成することが出来ました。旧来のパンフレットより、業務の進め方に
関する記述を充実させました。パンフレットは、当協会のＨＰでもご覧頂くことが可能です。

●なお、当協会ＨＰには、より詳細な情報を掲載しております。ぜひお立ち寄り下さい。

平成２５年度「緊急時対応に係るセミナーと講演の会」の開催について

平成２５年１０月８日（火）、原子力防災訓練検討委員会（議長・執行役員本田一明
プラント運営支援部長）は、防災・緊急時対応業務関係者の関連知識付与と意識改
革につなげることを目的として、平成２５年度「緊急時対応に係るセミナーと講演の
会」を開催し、電力事業者、ＪＡＮＳＩ内関係者、約６０名が聴講いたしました。
●第１部・米国の緊急時対応に係る規制動向と事業者の対応状況について
　（日本エヌ・ユー・エス）
●第２部・東日本大震災における指揮者の判断
　（消防科学総合センター理事・前東京消防庁・佐藤康雄氏）
左図は、第２部・佐藤氏の講演状況

和文パンフレット  http://www.genanshin.jp/association/data/guide_jp_201312.pdf

本年7月までの1年半の間、米国原子力発電運転協会（INPO：Institute of 
Nuclear Power Operations）に駐在していましたプラント評価部 石黒さ
んから、同協会の概要やオフィスの雰囲気などについて紹介してもらいます。
■ INPOの組織について
INPOは、1979年に起こったスリーマイルアイランド原子力発電所２号

機での事故を受け、原子力の安全に対し、よりいっそう高い目標（エクセレ
ンス）を掲げ推進していく民間の組織が必要との考えから同年に設立され
ました。福島第一の事故を契機に設立された当協会も、ミッションとしてエ
クセレンスの追求を掲げており、両者は共通の理念に基づいた組織です。
INPOはアトランタに本拠地を置く非営利団体で、約400人のプロ

パー社員と約60人の米国内電力からの出向者で構成されています。海
外からの駐在員は「リエゾンエンジニア」と呼ばれ、現時点で各国から20
名弱が駐在しておりうち4名が日本人です。リエゾンエンジニアの多くは、
米国内電力からの出向者同様、ピアレビュー実施部門に配属され、国外で
の業務経験を活かした見方をすることで、ピアレビューの質を高めていく
ことが期待されています。
INPOの業務は、米国に60余りある原子力発電所（原子炉基数は約
100基で日本の約２倍）の支援です。具体的には、2年に1回の頻度で実
施するピアレビューの他、不具合情報分析やその結果の共有や共通に対
策すべき項目の抽出や情報発信、各種訓練や認証の提供など、多岐に亘
る業界向けのサービスを行っています。また最近では、福島第一事故の教
訓を踏まえて、有事の際には情報収集・発信、ならびに発電所の支援活動
などの拠点として機能するERC（Emergency Response Center）と
いう施設を設置し、有事に備えています。

■ INPOの活動（ピアレビュー）について
INPOで実施するピアレビュー活動は、20名程度のチームで行いま
す。一つの発電所に対して約6週間かけて、発電所の過去2年間の運
転状況を運転指標や所内管理文書等に基づき細かくチェックし、改善
できる事柄を特定してその改善を促します。発電所にも2週間訪問し
て、その期間中行っている運転操作・保修活動などの現場観察や、特
定の事象についての事実確認のために、その担当者へのインタ
ビュー等も行います。
私自身、ピアレビューに何度か参加しましたが、基本的には米国人

と同じ仕事をしました。さすがにコミュニケーションではネイティブの
米国人には敵いませんが、米国では経験出来ない仕事や環境を日本
で経験していることが強みであると感じました。例えば、米国では1
つまたは2つの原子炉を持つ発電所が一般的で、3つ以上持つ発電
所はわずかしかありませんが、日本では4つの原子炉を持つ発電所
も多く存在しており、その保修経験を前提にしたものの見方が出来
るなどです。
■ INPOでの勤務経験を通じ思うこと
今回INPOに駐在して感じたことは、みなプレゼンが上手であること

と、会議が効率的であること、教育プログラムの質が高いことです。特
に教育については、新規出向者に対して2週間のピアレビューのため
の訓練を行いますが、文章の書き方からインタビューのテクニック、発
電所従事者とのコミュニケーションの方法など事細かに指導を行い、
ピアレビューのプロを育てている様子を肌で感じることが出来まし
た。それ以外にも、ダイバーシティやリーダーシップ、効果的な対話方
法の訓練が必須であり、いずれも講師がユーモアを交えながら行なわ
れ、受講者を惹きつける内容でした。
今回のINPO駐在を通じて、米国人ならではの自由闊達な議論への
参加やINPOでの教育プログラムの体験に加え、強くプロフェッショナ
リズムを意識した職場雰囲気の中で業務を経験することができ、いず
れも貴重な体験でした。当協会においても、INPOと同様の取組を数
多く実施していることから、INPOでの経験を少しでも役立てられたら
と考えています。

米国　原子力発電運転協会（ＩＮＰＯ）での勤務経験　　プラント評価部　石黒崇三


